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Osteogenic matrix cell sheets facilitate osteogenesis in irradiated rat bone. 
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論文審査の要旨 

骨腫瘍切除後の骨欠損の再建術の１つである放射線照射自家骨移植では、生物

学的活性が低下し、移植床と骨癒合せず高率に合併症を生じる。本研究ではこの問

題を解決する手段として、骨髄間葉系幹細胞を用いた骨形成シートと放射線照射自

家骨を組み合わせて移植する方法を考案し、その有用性を評価した。 

 ラットの大腿骨骨幹部を10mm長の円柱状に切離し摘出後、放射線照射を行うことで

移植骨を作製した。ラット大腿骨骨幹部に 10mm の骨欠損を作製し、この照射骨を移

植し K ワイヤーで髄内固定した群を対照群、移植した照射骨周囲に骨髄間葉系幹細

胞を用いて作製した骨形成細胞シートを移植した群をシート群とし、4、8、12 週後の X

線像、12 週後のマイクロ CT像、組織像ならびに力学試験を行い、新生骨形成および

骨癒合を評価した。その結果、対照群で全例偽関節となったが、シート群では全例移

植床との間で骨性架橋を作り骨癒合良好であった。力学試験ではシート群で骨癒合

部の強度が有意に高かった。 

 以上より、骨形成細胞シート移植が、生物学的活性の低下した放射線照射移植骨

の骨形成能を促進する可能性が示された。本研究は骨腫瘍切除後の骨欠損再建術

の治療法のさらなる発展に寄与すると評価され、医学博士の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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